
草の根活動支援事業：「ＮＰＯによる協働・連携構築事業」
—寄り添い型包括的支援で困難な課題にチャレンジ！創造性を応援！

【包括支援】（専門家を軸に）
・資金支援 休眠預金を呼び水とし共感資源を集める。
・人材育成支援（研修） 知識・技術の習得（ NPO学校）。
・情報提供支援 IoTの駆使で隅々に浸透。
・ネットワーク形成支援 包括的な支援体制づくり。
・経営管理支援 会計労務ガバナンスの整備支援。
・制度化支援 行政による継続的支援体制づくり。

【伴走型支援】(プログラムオフィサー軸に)
・調査分析
・実施支援
・管理監督
・評価（研修）
・ｅｔｃ

【支援・協働・連携形成】
・中間支援ＮＰＯ
・専門ＮＰＯ・専門家・学識者
・大学・教育機関
・行政
・企業・業界団体
・ｅｔｃ

実行団体助成事業【公募】

CRCDF事業構想要旨ver3（2019.12.10）
一般財団法人中部圏地域創造ファンド

◆募集事業内容（骨子） ★詳細はホームページで： https://www.crcdf.or.jp/
①三つの課題（分野）の設定

課題（分野）A： 「虐待・いじめ・不登校・ひきこもり・自殺など子ども・若者が抱える深刻な課題」
課題（分野）B： 「日本社会における在留外国人が抱える課題解決と多文化共生」
課題（分野）C： 「過疎地域におけるコミュニティの維持と環境保全」

②成果目標：ＮＰＯの協働・連携により、課題解決のためのアウトリーチ機能を持った包括的課題解決体制をつくり、新しい取組みを創造実践し
成果を調査、まとめ、評価し、行政の政策や他地域に波及させるとともに、協議体を継続し事業終了以降の継続的活動を担保する。

③申請体制：「チームでの申請」 ※１チームは3～5団体を想定、コーディネート団体を1団体含む。

④事業期間：「（2020.3～2023.3）の３年間の事業」

⑤活動エリア：中部5県（長野、岐阜、静岡、愛知、三重）

◆助成内容
総額9000万円（3年間）／1チーム・3年3000万円）／コーディネート団体3年1500万円上限、他団体で合計1500万円上限。

◆募集・選考・助成金交付
募集：2019.12.10～2020.2.3／選考：2020.2～3／助成金交付：2020.3。※申請は所定の書式にて。

◆事業の成果とその評価を重視！ 「資金分配団体・現場活動団体への評価指針」重要！ （JANPIA_2019.7発表）

支援体制（CRCDFが実施）

●対策 ：日本語学習／就学就労支援／生活支援／権
利擁護／居場所・交流

●対策：相談・ピアサポート／居場所・交流／教育支
援／就学就労支援／

●対策 ：地域資源活用／働く場・産業／地域コミュ
ニティ・助け合い／連携・交流

■課題（分野）Ａ ■課題（分野）Ｂ ■課題（分野）Ｃ

想定している課題・解決体制（アウチリーチ型・包括的課題解決体制）


